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今
年
で
第
二
十
四
回
目
の
開
催
と
な
る
、
山

形
名
物
「
日
本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。

直
径
六
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
鍋
を
使
っ
て
芋
煮

を
作
る
、
迫
力
あ
る
大
芋
煮
会
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
は
九
月
に
山
形
市
馬
見
ヶ
崎
河
川
敷

で
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、
五
月
十
二
日
に

山
形
市
村
木
沢
に
あ
る
九
〇
ア
ー
ル
の
広
さ
の

畑
に
約
一
万
五
千
本
の
里
芋
の
苗
を
植
え
る
集

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
内
の
小
学
生
「
い
も
っ
こ
」

（
芋
煮
応
援
隊
）
三
十
五
人
と
、
生
産
者
の
方
々
、

山
形
商
工
会
議
所
青
年
部
の
み
な
さ
ん
、
そ
し

て
今
年
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
と
る
福
島
」
の
子
ど
も

達
三
十
三
人
と
保
護
者
が
参
加
し
、
約
百
二
十
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山形に避難されている方へ伝えたいメッセージ
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里芋の苗植え　大きく育っておいしくなーれ !   

福島－山形をつなぐ週末移動支援バス「山形うぇるかむ号」運行など実施します

～山形と福島で離れて暮らす家族、山形を保養で訪れる家族のための移動支援バスです～
○山形に避難している方とその家族や近親者、友人（避難している方に会う目的に限る）
○福島から山形へ週末保養やリフレッシュ目的で訪れる家族
※ビジネスや観光・ショッピング等目的での利用は出来ません。公共交通機関をご利用ください。

協力金 (500 円程度 )
  を任意でお願いし
　　　ています 

人
で
里
芋
の
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
で
は
、
子
ど
も
達
が
中
心
と
な
り
二

人
一
組
で
畝
に
専
用
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
あ
け
、

里
芋
の
苗
を
丁
寧
に
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

土
い
じ
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
子
ど
も
達

は
、
顔
を
輝
か
せ
て
「
も
っ
と
や
り
た
い
！
」

と
進
ん
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

り
と
る
福
島
か
ら
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た

ち
は
、「
今
ま
で
勇
気
が
出
な
く
て
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
ず
に
い
た
け
ど
、
親
子
共
々
楽

し
め
て
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で

す
。」、「
山
形
に
来
た
か
ら
こ
そ
出
来
る
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
、
り
と
る
福
島
と
し
て
芋
煮
会
に
参
加

で
き
る
事
が
楽
し
み
。
山
形
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
合
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
の
で
、
今
ま
で
避
難
生
活
で
お

世
話
に
な
っ
た
山
形
の
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
里
芋
の

収
穫
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。（
榊
井
）

日本一の芋煮会フェスティバルにむけて   

※ご利用には予約が必要です。 前日の夕方５時までにお申し込みください。

［申込み方法］

メール（shienbus@gmail.com） のタイトルに「支援バス予約」と入力し、 本文に、 氏名、 携帯電話番号、 避難元

と避難先の住所、 乗車日、 乗降場所、 乗車時間、 同乗人数（大人○名、 こども○名） を記載して送信してください。

［問合せ］　本田　　☎０９０‐ ３７５６‐ ９７５５　

「絆の架け橋推進協議会」をよろしくお願いします

当協議会は、「(1) 官民協働の支援活動を行うことにより、 東日本大震災等で被した方々が安心できる日常を取り戻すこと (2) 本活動を通して、

県民の社会貢献および防災意識の向上に寄与すること」を目的に設立されました。これからどうぞよろしくお願いします。

「山形うぇるかむ号」について　*** 毎週土日に運行しています *** 山形ボランティア隊

緑水の森支援活動

りとる福島避難者支援ネットワーク

ＮＰＯ法人Ｙａｍａｇａｔａ１

ＡＩＳＯＨＯ企業組合

山形県企画振興部県民文化課県民活動

プロスポーツ支援室

構
成
団
体
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当
サ
ロ
ン
は
、
昨
年
起
こ
っ
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
を
受
け
、
新
潟

県
柏
崎
市
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
の
み
な

さ
ん
の
、
物
資
提
供
や
憩
い
の
場
と
し
て
の

サ
ロ
ン
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

「
自
分
の
家
に
戻
れ
な
い
」、「
先
の
見
え

な
い
不
安
」、「
永
住
の
地
は
ど
こ
に
？
」

　

当
た
り
前
の
生
活
を
奪
わ
れ
た
被
災
者
の

方
々
と
一
緒
に
過
ご
し
た
一
年
で
し
た
。
震

災
か
ら
一
年
が
経
ち
、
人
に
助
け
ら
れ
支
え

ら
れ
被
災
者
の
み
な
さ
ん
の
心
に
も
変
化
が

現
れ
始
め
ま
し
た
。
一
歩
一
歩
前
に
進
む
こ

と
、「
自
立
」
こ
そ
が
復
興
へ
の
第
一
歩
だ

と
…
…
。　
　

　

サ
ロ
ン
で
は
、
被
災
者
の
方
が
中
心
に

な
っ
て
様
々
な
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
か
ら
の
被
災
者
の

方
々
の
同
郷
会
「
あ
つ
ま
っ
か
お
お
く
ま
」

は
、
最
初
は
六
人
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は

From新潟 寄 稿 共に育ち合い（愛）サロン  むげん

四
十
人
近
く
の
み
な
さ
ん
が
、
毎
月
一
回
の

定
例
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト

企
画
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
か
ら

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
「
う

つ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
!!
Ｉ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
パ
パ
・
マ

マ
」
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
、

保
護
者
が
中
心
に
な
っ
て
守
り
続
け
て
い
く

会
で
す
。
毎
月
一
回
の
交
流
会
を
は
じ
め
、

親
子
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
企
画
・
運
営

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
立
支
援
と
し
て

「
結
・
遊
・
倶
楽
部
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
週

木
曜
日
に
集
ま
っ
て
、
手
芸
を
中
心
に
、
柏

崎
市
民
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
商
品
開
発

に
む
け
て
の
企
画
や
技
術
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
避
難
先
で
一
歩
一
歩
前
に
進
み
な

が
ら
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
に
帰

れ
る
そ
の
日
が
く
る
こ
と
を
信
じ
て
…
…
。

共に育ち合い（愛）サロンむげん  代 表　増田  昌子 さん

From福島
　

み
な
さ
ん
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
を
ご
存
知
？

　

東
京
で
は
、
代
々
木
公
園
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
元
々

は
国
連
で
採
択
さ
れ
た
環
境
と
人
権
の
た

め
の
宣
言
で
す
。

　

お
祭
り
は
、
こ
の
平
和
思
想
の
啓
蒙
の

た
め
の
手
段
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
ア
ー
ス
デ
イ
が
今
年

福
島
で
開
催
さ
れ
た
背
景
が
お
わ
か
り
か

と
思
い
ま
す
。
私
達
は
実
行
委
員
会
に
参

加
し
、
初
め
て
福
島
で
行
わ
れ
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
様
々
な
意
味
や
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
こ
ど
も
と
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
単
発
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
会
場
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

二
千
人
が
参
加
！
　
ア
ー
ス
デ
ィ
福
島

アースディ福島　公式ホームページ
http://www.earthday-fukushima.org/

共に育ち合い（愛）サロンむげん
新潟県柏崎市柳橋町 1-25
HP http://smilesalon-mugen.com/fukushima.html

　

今
回
の
主
な
出
展
者
は
、
福
島
県
民
の

方
た
ち
、
首
都
圏
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
団
体
、
そ
し
て
我
々
山
形
勢

で
す
。

　

五
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
、
屋
内
三

カ
所
で
開
催
さ
れ
、
予
想
の
倍
で
あ
る

二
千
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
安
全
、
安
心
な
屋
外
の
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
を
山
形
に
」
と
い
う
事
務
局
か
ら
の

要
望
に
応
え
る
べ
く
、こ
れ
か
ら
の
「
ア
ー

ス
デ
イ
東
北
？
」
の
可
能
性
に
向
け
て

「
ぼ
く
ら
が
つ
く
る
あ
し
た
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
共
に
発
信
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？　

（
緑
水
の
森　

大
谷
）
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From山形

　

四

月

十

七

日

(

火)

、鶴
岡
市
「
に

こ
♥
ふ
る
」
三
階

調
理
室
に
て
開
催

さ
れ
た
鶴
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
主

催
の
避
難
者
交
流

企
画
「
笹
巻
作
り

教
室
」。
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
元
講
師
の
指
導
の
下
、
庄
内
地
方
で
も
温
海
の

こ
ぶ
し
巻
き
と
呼
ば
れ
る
形
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
榎
本
妙
子
さ
ん
の
お
手
本
を
見
る
と
、

簡
単
に
で
き
そ
う
に
思
え
て
も
、
い
ざ
笹
の
葉
を

手
に
挑
戦
す
る
と
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
悪
戦

苦
闘
。
岩
手
・
宮
城
・
福
島
と
、
参
加
者
の
出
身

地
は
様
々
。
鶴
岡
市
に
た
ど
り
着
い
た
経
緯
も
様
々

だ
が
、
ふ
だ
ん
の
料
理
の
話
か
ら
被
災
当
初
の
話

ま
で
、
笹
巻
を
作
り
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花

を
咲
か
せ
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
食
タ
イ
ム
で
は
、
初
め
て
の
笹
巻
の
味
を
楽

し
み
、
先
生
を
通
し
て
鶴
岡
の
食
文
化
情
報
に
触

れ
る
こ
と
も
で
き
、
続
け
て
用
意
さ
れ
た
折
り
紙

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
、
講

師
・
伊
藤
進
さ
ん
の
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
と
本
格
的
な
作

品
作
り
を
楽
し
み
、
笑
顔
の

交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
鶴
岡
市
Ｋ
）

鶴
岡
市
の
食
文
化
体
験

                       

笹
巻
作
り

☆「うぇるかむ」では、ご協力いただける方に特派員登録をお願いしています。あなたの町の出来事や情報を、紙面に掲載してみませんか？山形県民の方、被災地から　　　　　　来られた方どちらもＯＫです。あなたからの情報をお待ちしています。（お申込みは復興ボランティア支援センターやまがたまで）

　

四
月
二
十
二
日
、
福
島
の
避
難
者
を
対
象
に
、
日

曜
奉
仕
団
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
、
寒
河
江
市

の
チ
ェ
リ
ー
ク
ア
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
寒

河
江
市
内
外
か
ら
十
三
組
四
十
名
が
参
加
。
今
年
の

大
雪
の
影
響
で
例
年
だ
と
咲
い
て
い
る
は
ず
の
桜
や

お
花
の
開
花
は
ま
だ
ま
だ
先
で
、
肌
寒
い
天
気
と
あ

い
ま
っ
て
ち
ょ
っ
と
閑
散
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
が
、

子
ど
も
達
が
元
気
一
杯
走
り
回
り
と
て
も
楽
し
い
催

し
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
ヒ
ン
ト
を
元
に
隠
さ
れ

た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
出
し
、
そ
こ
に
あ
る

問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
今
回
の
問

題
は
山
形
や
福
島
に
ち
な
ん
だ
も
の
、
学
校
で
勉
強

す
る
も
の
な
ど
を
用
意
。
子
ど
も
達
よ
り
も
大
人
の

方
が
真
剣
だ
っ
た
か
も
。
ゴ
ー
ル
し
た
全
チ
ー
ム
に
、

大
人
は
Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
子
ど
も
達
に
は
お
菓

子
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
最
後
は
み
ん
な
で
お
弁
当

開

き
。「

今

日

楽
し
か
っ
た
人

～
？
」
と
の
問

い
に
子
ど
も
達

全
員
が
「
は
～

い
！
」
と
最
後

ま
で
元
気
で
し

た
。（
日
曜
奉
仕

団　

早
坂
）

寒
河
江
で

      

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催

きっずレター
★
「
福
島
か
ら
山
形
に
き
て
」

　

ぼ
く
は
、
き
ょ
ね
ん
の
な
つ
に
山
形
に
き

ま
し
た
。

　

福
し
ま
に
い
る
と
き
は
、
ほ
う
し
ゃ
の
う

で
、
そ
と
で
あ
そ
べ
な
く
て
が
ま
ん
し
て
い

た
の
で
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
山
形
に

き
て
か
ら
そ
と
で
じ
て
ん
車
に
の
れ
た
り
、

こ
う
え
ん
や
校
て
い
で
あ
そ
べ
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
。

　

か
ぞ
く
バ
ラ
バ
ラ
に
く
ら
す
の
は
い
や
で

す
。
早
く
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
た
い
で
す
。

             

（ 

二
年　

大
橋 

は
る 

） 

震
災
・
原
発
事
故
避
難
者
の
た
め
の

　
な
ん
で
も
相
談
会　

「

震

災
・

原

発

事
故
避
難
者
の
た

め
の
な
ん
で
も
相

談

会

」

が

五

月

十
九
日
、
山
形
市

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

大
勢
の
方
が
相
談

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
、

「
震
災
・
原
発
事
故

避
難
者
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
会
」
実
行
委

員
会
が
主
催
。
相
談
の
ほ
か
、
食
品
の
無
償
提

供
、
子
育
て
や
健
康
に
関
す
る
悩
み
相
談
、「
み

ん
な
で
歌
お
う
」「
お
母
さ
ん
の
交
流
」「
託
児
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
は
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど

で
、「
家
族
が
増
え
る
こ
と
で
今
の
借
り
上
げ

住
宅
が
狭
く
な
り
、
借
り
上
げ
住
宅
の
引
っ
越

し
が
し
た
い
」
と
い
う
相
談
も
。
訴
訟
に
つ
い

て
は
「
何
も
し
な
け
れ
ば
三
年
で
時
効
と
聞
い

た
の
で
、
勉
強
し
て
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や

り
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

避
難
生
活
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
求
め
る

ニ
ー
ズ
は
時
の
経
過
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
柔
軟
な
対
応
を
望
む
と
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
相
談
会
は
今
後
も
継
続
的
に
続
け

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
神
野
）

未来をつくるのは

まちがいなくキミたち！

きっずのみんな、言いたい

こと、つたえたいことを

みんなにおしえてね。
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■成島ワクワクランド　♪成島ふれあい動物園♪
 ワクワクランドはとってもひろ～～い公園。 小さい子用のかわいい

遊具や全長 80m のローラースライダー、 ムーンカートなど楽しい遊

具がたくさんあります。 売店は土、 日、 祝日のみ営業。 イヌやウサ

ギなどを集めた 「成島ふれあい動物園」 も開園してるよ☆入場は無

料です。

◎ワクワクランド （5/19 ～ 10/14）　開園時間／ 10 ： 00 ～ 17 ： 00

◎成島れあい動物園　開演時間／ 10 ： 30 ～ 15 ： 30

開園日：6/2,3,9, ⑩　7/7,8,14, ⑮ ,16,28,29  9/1,2,15, ⑯ ,17, ㉒ ,23   

10/6, ⑦ ,8　　　　　　※○がついた日付はエサをあげられるよ♪

[ 問合せ ・ 住所 ] 米沢市広幡町成島 2107-104　　　0238-37-2121

■ままカフェサロン in 米沢
避難している親子が自由に過ごせるつどいの広場です。 お友達と

の出会いやホッとできる空間があります。 開催時間中ならいつでも

好きな時間に来て、 好きな時間に帰れます。 自由に過ごしてくださ

いね♪

会場 ： 置賜総合文化センター３階　　部屋名 ： 真理、 希望

対象 ： 山形に避難している親子 ・ 子育て中の方

日時 ： 毎週木曜日 10 ： 00 ～ 14 ： 00

※お菓子や飲み物 ・ お弁当、 その他お子さんの必要な物はご持

参ください。 お申込みは不要です。

[ 問合せ ]NPO 法人　やまがた育児サークルランド

TEL ： 023-673-9336 （担当 ： 安部 ・ 三河） 

 

■米沢市　お茶のみサロンに来とごやい
米沢市で地域のお茶のみサロンを運営しているＮＰＯ法人おいたま

サロンでは避難者の方も歓迎します。 音楽室もあります。 お気軽に

おいでください。

日時 ： 月～金、 午前８時３０分～午後５時まで　 

　　　　　※訪問者用駐車場あります

場所 ： 米沢市門東町３－３－７　平和通り駐車場向かい

[ 問合せ ] ０２３８－２６－７０７０　代表 竹田仁 

[ 庄内地域 ] 
■第１８回 出羽庄内国際村 ワールドバザール
日時 ： ６月１０日 （日） １０ ： ００～１５ ： ００

この日は入館無料です。 みなさんぜひお越しください。

☆正面玄関前では、 人気のフリーマーケットに掘り出し物がいっぱ

い。

☆交流広場では、 韓国、 タイ、 中国、 バングラデシュ、 イタリア、

アイルランドなど、 世界の料理や雑貨の販売をします。

☆館内では、 バザーや国際団体の紹介、 パネル展示もします。

※マイバッグ、 マイはし、 マイコップをできるだけ持参して下さいね。

　ゴミの分別 ・ 減量にご協力お願いいたします。

[ 会場 ・ 問合せ ]

出羽庄内国際村 （山形県鶴岡市伊勢原町 8-32）

ＴＥＬ ０２３５－２５－３６００

ＨＰ http://www.dewakoku.or.jp/ 

■～溢れだす笑顔 生命の輝き～
　　　　　みんな違って、みんないい…みんな一緒！ vol.3
開催日 ： ２０１２年６月２日 （土） ９ ： ３０開場

会場 ： 庄内町文化創造館　響ホール 

　　　　（山形県東田川郡庄内町余目字仲谷地２８０）

プログラム ： ○パフォーマンス　１０ ： ００～１２ ： ２０ 〔入場無料〕

　　歌 ・ 音楽 ・ 踊り…ステージの枠を超えて、 みんな一緒に楽しむ

空間

みなさまからの情報をお寄せ下さい !

避難されている方に伝えたいメッセージ、サービス、イベントな
ど、避難されている方からの声や要望など、みなさまからの情報
をお待ちしています。送ってくださる場合は、「復興ボランティ
ア支援センターやまがた」まで。お待ちしています !

■ 復興ボランティア支援センターやまがた

　[住　所 ]　山形県山形市松山３丁目１４番６９号 ( ＦＭ山形ビル１階 )

　[TEL]023-674-7311　[FAX]023-674-7312　[E-mail]kizuna@yamagata1.jp

　[ 開館時間 ]10:00 ～ 16:30　[ 休館日 ]土日祝日、 年末年始、 夏期休業

　[ ウェブサイト ] http://kizuna.yamagata1.jp/　

　※　駐車場に限りがありますので、 乗り合わせ等ご協力ください

○バザール　１０ ： ００～１４ ： ３０ 〔入場無料〕

　飲食ブース ・ 障がい者サービス事業所ブース ・ 体験ブース ・ フェ

アトレードブース ・ 展示ブース

○スペシャルゲスト 『瑞宝太鼓』　１２ ： ００～１６ ： １５

　知的障がいがありながら全国２位に輝いたプロ和太鼓集団

　（ドキュメンタリー映画の上映、 シンポジウム、 和太鼓演奏）

　☆避難者の方には無料招待券あり。

　　招待券を希望される方は、 ６／１までに鶴岡市社会福祉協議会・

志賀 （０２３５－２４－００５３） まで事前にお申込み下さい。

主催 ： 「みんな違って、 みんないい…みんな一緒！ vol.3」 

　　　　　実行委員会 （特定非営利活動法人ぼらんたす内）

■髪切屋　避難生活を送るみなさまへ
　～シャンプー＆カットで応援します～
　長引く避難生活お疲れ様です。 気分転換にぜひご利用ください。

☆ゆっくりしさ来ての～☆

○頭皮ケア付きシャンプー （男性 1300 円 ・ 女性 1500 円） →無料

○女性シェーブ 200 円割引 

○未就学～中学生カット ・ シャンプー 500 円割引

　小さいお子様は、 親御さんが抱っこした状態でカット出来ます。

○大人カット ・ シャンプー ・ シェーブ 1000 円割引

※お電話でのご予約をお願いいたします。

※お越しの際は、 り災証明書 （高速道路用可） をご持参ください。

※お車でお越しの際は、 病院立体駐車場をご利用ください。

[ 問合せ ]　ヘアーサロン髪切屋 （鶴岡市泉町 4-20　荘内病院９階）

TEL 0235-26-5198  営業時間 9:00 ～ 19:00　定休日 日曜 ・ 祭日

■らくしゅみ整体院
　痛くない整体で、 冬の疲れを癒しましょう！避難されている方へ、

各コース１，０００円引きのサービスを提供中！ぜひ、ご利用ください。

＜メニューのご案内＞　※☎予約してくださいね♪

◎ちょこらコース　２，０００円　⇒　１，０００円　

◎全身バランス矯正　４，２００円　⇒　３，２００円　

◎先生おまかせコース　６，３００円　⇒　５，３００円　 

◎低線量による内部被セルフケア教室 
　自然療法の立場から免疫力を高める内臓のあて法、 細胞を少し

でも早く回復させる手当て法をお伝えします。

参加費 ： ２０００円 （高校生まで無料）

セルフケア教室は出張いたします。 ご相談ください。

[ 問合せ ] 整体院らくしゅみ院長　鈴木敦士

〒 997-0037　鶴岡市昭和町 12-31　TEL090-4314-4495

公式ホームページ ： http://home2.netpalace.jp/rakushumi/

フェイスブックページ ： http://www.facebook.com/rakushumi

営業時間 ： １０ ： ００～１９ ： ００　　定休日 ： 毎週火、 水曜日 



[ 村山地域 ] 
■ままカフェ＠ＨＯＭＥ
避難している親子が自由に過ごせるつどいの広場です。 お友達と

の出会いやホッとできる空間があります。 開催時間中ならいつでも

好きな時間に来て、 好きな時間に帰れます。 自由に過ごしてくださ

いね♪

場所 ： 山形市あかねが丘 3-8-23

対象 ： 山形に避難している親子 ・ 子育て中の方

日時 ： 毎週火 ・ 水曜日　10 ： 00 ～ 16 ： 00

駐車場 ： ６台駐車可能です。

※お申し込みは不要です。 ミルクやおやつ、 その他必要な物は各

自ご持参ください。

[ 問合せ ]NPO 法人　やまがた育児サークルランド

TEL:023-673-9336 （担当 ： 安部 ・ 三河） 

■～土に触れて、じっくり作ろう～陶芸体験
日時 ： ６月８日 （金） 10 ： 00 ～ 12 ： 00

場所 ： 山形市総合スポーツセンター　3 階大会議室

対象 ： 山形に避難している子育て中のママ

定員 ： 先着 10 名　※事前申し込みが必要です。

託児 ： 生後 6 か月～就学前まで　 

　　　　※申し込みの際にお知らせください。

持ち物 ： なし

材料費 ： お一人 2,000 円 （お釣りのないようにお持ちください）

[ 主催 ・ 申込 ]NPO 法人　やまがた育児サークルランド

TEL ： 023-673-9336 （担当 ： 安部 ・ 三河） 

 
■笑顔で一緒にフラダンスを楽しみませんか？
Hula Honi Ke Aloha 辻フラスクール　
                                            短期体験無料レッスン開催
～ 10/27 に山形テルサで開催される発表会に一緒に参加しません

か～ （福島県に本拠地を置く辻フラスクールが皆様に笑顔と健康を

お届けします）

火曜日コース （第１ ・ ３ ・ ４火曜日の月３回） １０ ： ３０～１２ ： ００

土曜日コース （第１ ・ ３ ・ ４土曜日の月３回） １０ ： ３０～１２ ： ００

期間 ： ６月～１０月

講師 ： Hula Honi Ke Aloha インストラクター

　　　池野信子 ・ 渡辺真弓

場所 ： 山形市六日町４－６ Hula Honi Ke Aloha 山形スタジオ

定員 ： 各１５名 （被災者の方優先、 定員になり次第〆切）

　　　年齢、 性別、 経験不問。 どなたでもお気軽にご参加下さい。

準備するもの ： Ｔシャツ、 飲み物

[ 問合せ ] ０９０－８９２４－７６５３（池野） ０９０－６２２７－３３９４（渡辺） 

 

■震災により借入金の返済が困難になった個人の方へ
ご存じですか？

債務整理のガイドラインが２０１１年１０月より運用見直しになりまし

た！ガイドライン利用で、 震災により返済が困難になったお借り入

れについて、 一定の要件の下、

・ 債務の免除などが受けられます。

・ 破産手続きとは異なり個人信用情報の登録などの不利益を回避

できます。

・ 手続きのための弁護士費用 （注） はかかりません。

（注） 下記の運営委員会に登録された弁護士の費用

※仮設 ・ 借り上げ住宅等に入居中の方々にも、 ご利用いただきや

すいように、 平成２３年１０月より、 運用の見直しを行いました。

詳しくは、 以下へご相談ください。

一般社団法人 「個人版私的整理ガイドライン運営委員会」

コールセンター　０１２０- ３８０- ８８３ （フリーダイヤル）

受付時間 ： 平日９ ： ００～１７ ： ００ 

 

■放射線の正しい知識と私たちのくらし
講師：公立学校共済組合 東北中央病院 大竹修一先生（放射線科）

日時 ： ２０１２年６月１６日 （土） １０時～１２時

場所 ： コープ桜田組合員集会室 （山形市桜田東 4-9-15） 

参加費 ： 無料

[ 問合せ ] 生活協同組合共立社 組織部   TEL: ０２３－６８６－６２６２

 
[ 村山・置賜地域 ] 
■自主避難者向け相談窓口の増設のお知らせ
各種行政への相談受付、 放射線に関する情報提供などに各相談

職員、 福島市職員が対応します。

また、 福島市 ・ 郡山市 ・ 伊達市の子ども医療助成申請書を、 下

記２か所に設置します。 必要な方はぜひお越しください。

〇山形市避難者支援センター　【毎週 ： 水 ・ 金】

　（山形市落合１　山形市総合スポーツセンター内）

〇米沢市避難者支援センターおいで　【毎週 ： 火 ・ 木】

　（米沢市金池 3-1-14　置賜総合文化センター内） 

　　山形 ・ 米沢　各日 10 ： 00 ～ 16 ： 00

[ 問合せ ] 福島市政策推進部危機管理室 TEL:024-525-3797

 
[ 置賜地域 ] 
■山形県内の浪江町の皆さまへ
　　　　　浪江の” しゃべり場” ～集まれ！浪江のなかま～
 離れ離れになった浪江の人達と交流を深め 「絆」 をより強くするた

めの機会をつくりました。 お茶と美味しいお菓子をご用意してお待

ちしております。 家族やお友達にも声をかけて是非ご参加ください。

日時 ： 6 月 24 日 （日） 13 ： 30 ～ 15 ： 30

※ご都合のよい時間帯においでください。

場所 ： 置賜総合文化センター２階 203 会議室

住所：米沢市金池 3-1-14 （TEL:0238-26-8003)

[ 問合せ ] 浪江町役場　第２事務所　まちづく

りＮＰＯ新町なみえ

TEL 0243-62-0305 （平日 9:00 ～ 17:00）

うぇるかむは県内各地で設置しています

山形県庁・総合支庁・市町村窓口／山形市内の公民館・コミュニティセンター（28 施設）／復興ボランティア支援セ
ンターやまがた／山形市避難者交流支援センター／米沢市避難者交流センターおいで／東根市タントクルセンター／山
形市市民活動支援センター／上山市体育文化センター／読売センター神町／元気玉プロジェクト推進本部（福島県会津若松市）／生活協同
組合共立社（CO-OP）（山形県内）／山形市総合福祉センター／山形テルサ／百目鬼温泉／うつくしまＮＰＯネットワーク（福島県郡山市） 
／ イオン山形南店／おーばん県内各店舗　　★避難されている方へ個別郵送してくださる市町村が増えてきました。ありがとうございます！
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果
は
「
心
配
の
な
い
値
で
す
」

と
先
生
。
で
も
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
今
、
こ
こ
で
生
活
し
て
い
る
事
も
正
し

い
の
か
正
し
く
な
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も

「
こ
こ
で
生
活
し
て
い
て
大
丈
夫
な
の
？
」
と
問
い

か
け
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
娘

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　
（
二
本
松
市　

女
性
）

●　

最
近
二
人
乗
り
自
転
車
を
購
入
し
ま
し
た
～
！
近
場

は
自
転
車
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
さ
ら
な
が

ら
便
利
で
す
。
多
少
は
運
動
不
足
解
消
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。（
み
ほ
っ
ち
）

●　

も
う
す
ぐ
六
月
。
衣
替
え
の
季
節
で
す
。
季
節
の
移

り
変
わ
り
は
早
い
も
の
で
、
梅
雨
の
時
期
も
や
っ
て
き
ま

す
ね
。
雨
で
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
考
え

中
で
ー
す
。（
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
）

●　

避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
入
居
す
る
雇
用
促
進
住

宅
そ
ば
の
空
き
地
に
車
を
駐
車
し
、
携
帯
メ
ー
ル
を
打
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
パ
ト
カ
ー
が
止
ま
っ
て
職
務
質
問
さ
れ

ま
し
た
…
…
（
遠
藤
）

●　
「
森
の
休
日
」
で
、
福
島
在
住
の
お
母
さ
ん
か
ら
、
よ

も
ぎ
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
絶

対
や
っ
て
み
る
～
♪
（
海
）

●　

カ
ラ
ッ
と
晴
れ
た
日
は
お
子
さ
ん
と
原
っ
ぱ
遊
び
が

お
す
す
め
！
で
も
日
焼
け
止
め
を
忘
れ
る
と
…
…
意
外
に

焼
け
る
の
で
す
、
こ
の
時
期
。
要
注
意
…
…
！
（
多
田
）

　

ま
も
な
く
す
る
と
、
山
形
に
は
ま
た
さ

く
ら
ん
ぼ
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
。

　

世
の
中
の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
、
生
産
者
が
見
て
い
る
景
色
は

か
な
り
違
う
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
山

形
の
高
瀬
を
舞
台
に
し
た
ジ
ブ
リ
作
品「
思

ひ
出
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」
の
視
点
と
雰
囲
気
に
そ

れ
は
近
い
。

　

農
産
品
は
、
と
に
か
く
手
間
を
掛
け
た

分
だ
け
お
い
し
く
な
る
。
早
い
時
期
か
ら

剪
定
を
し
、
消
毒
を
繰
り
返
し
、
花
が
咲

い
た
ら
受
粉
。
時
に
は
傷
ん
で
き
た
ハ
ウ

ス
や
機
械
の
整
備
。
中
で
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
か
け
る
作
業
は
高
い
所
が
好
き
な

者
が
集
ま
る
お
祭
り
と
な
り
、
そ
れ
か
ら

も
摘
果
を
し
、
葉
を
摘
み
、
ま
た
消
毒
を

し
て
、
よ
う
や
く
赤
く
色
付
い
た
実
の
収

穫
を
迎
え
る
。
ハ
ウ
ス
内
の
天
井
近
く
は

サ
ウ
ナ
状
態
で
、
ま
ぁ
去
年
は
特
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
も
畑
で
も
熱
中
症
に

愛
さ
れ
た
日
々
で
、
飲
み
に
行
っ
た
時
の

ビ
ー
ル
と
チ
ュ
ー
ハ
イ
が
こ
れ
ま
た
う
ま

か
っ
た(

笑) 

。

　

そ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
、
私
た
ち
が

育
て
、
収
穫
す
る
さ
く
ら
ん
ぼ
。
一
年
の

中
で
も
こ
の
限
ら
れ
た
短
い
期
間
に
し
か

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
甘
酸
っ
ぱ
さ
を
、

も
し
よ
け
れ
ば
、
一
度
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
花
屋
）

が
や
っ
て
き
た

さくらんぼの季節

山　菜　汁
[ 材料 ]　４人分　

豚肉 (バラ肉 )　　　100g

わらび　　　　　 100g

うど　　　　　　 100g

うるい　　　　　　50g

たけのこ　　　　　50g

みず　　　　　　　50g

だし汁　　　　　 500ml

酒　　　　　　　　大 2

みそ　　　　　　　80g

[ 作り方 ]

①わらびは灰汁を抜いておく、みずは糸を

　取っておく。

②わらび、うど、たけのこ、うるい、みず、

　豚肉食べやすい大きさに切っておく。

③だし汁に材料を全て入れて柔らかくなる

　まで煮る。

④やわらかくなったら、みそ、酒を入れて

　少し煮る。
レシピ提供 ：在来作物案内人　鈴木淳子さん

新緑時期の山菜、大集合！

　本紙の情報だけでなく、 リアルタイムなおす

すめ情報やイベント情報、 うぇるかむスタッフ

や支援者さんのブログなどを掲載しています。   

http://tsunagarou.net/

次号は6月13日発行です

おすすめ情報や記事の投稿は 

６月２７日号分を

６月１１日まで受け付けます！

モバイル、
スマホＯＫ！

う
ぇ
る
か
む
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
も

ウ
ェ
ル
カ
ム
で
す
☆
日
頃
の
想
い
を
の
せ
た
、

つ
ぶ
や
き
で
も
Ｏ
Ｋ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

山形県に避難しているすべての方へ




